
東京のカエル10種目・見つけにくさトップクラス

シュレーゲルアオガエル

「シュレーゲルってまずその
名前何なんだよ、外来種？！」
そうつっこみたくなるシュレー
ゲルアオガエル。名前は変わっ
ているが日本の里山に生息する
れっきとした日本固有種だ。モ
リアオガエルと姿が似ていて、
かつ田んぼにいるから、「サト
アオガエルって名前の方が良
かったんじゃないか」という発
言をネット上で見て妙に頷いて
しまう。ぼくは東京の東部で生
まれ育ったので、シュレーゲル
アオガエルに全く馴染みが無い。
よし、探してみよう！
生き物を探し始めたいとき、

まず最初に何をすれば良いだろ
う？ぼくの場合は決まっている。
まず生徒（卒業生含む）に聞く
のだ！うちの生徒は様々な分野
のいきものマスターたちが揃っ
ているから、色々教えてくれる。
さっそくカエル班の卒業生のハ
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シュレーゲルアオガエルZhangixalus schlegelii のオス 八王子市５月

外国のカエルっぽい名前だが、れっきとした日本固有種。日本のカエルを研究し
たドイツの動物学者ヘルマン・シュレーゲルに由来。オスは田んぼの畦道などの
土の中で鳴くことが多いため、鳴き声が聞こえてもなかなか鳴く姿を見ることが
できない。

シュレーゲルアオガエル
体長5cmほど。全体が黄緑
一色のものが多いが、たま
に黄色の斑点が入るものも
いる。目の虹彩は黄色。ア
オガエル科。

ヒガシニホンアマガエル 体長
4cmほど。シュレーゲルアオガ
エルはよくアマガエルに似てい
ると言われるが、アマガエルは
目の近くに黒い模様がある。ア
マガエル科。
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モリアオガエル 体長7cmほど。
背中に茶色い斑点が無いものも
いて、そういうやつはシュレー
ゲルと見た目がそっくり。モリ
アオの方がサイズが大きくて、
目の虹彩は赤色。アオガエル科。

大型の個体（たぶんメス）
メスはオスと出会うと土にもぐって泡
状の卵塊を産む。卵は白色。

東京都東部で生まれ育った身からすると、シュレーゲルアオガエルという名前に全
く馴染みがない。ここ数年で東京のカエル探しをし始めたことで初めて意識したカ
エルだ。
カエル班の卒業生のハルタに、シュレーゲルアオガエルがいる場所を教えても

らったので、暖かい雨の日を狙って八王子市某所へ。公園と聞いていたので街灯や
民家ぐらいあるのかと思ったら、そこはひとけの無い真っ暗闇。しかも林に囲まれ
たかなり不気味な雰囲気の田んぼだったので、覚悟していなかったぼくは面食らっ
て、一人で来たことを
後悔した。こういう時に一番怖いのは野生動物との遭遇よりも、真っ暗闇の中で突
然人間に出会うことだ。暗闇の中で急に後ろから声をかけられでもしたら心臓が止
まるほど驚いてしまうと思う。公園の中の林という、山間部の森林よりも人に出く
わしそうな環境が絶妙に怖い…。小心者のぼくは何度も後ろを振り返ってしまった。
ただ、田んぼからは美しい「コロロロッ」という鳴き声が聞こえてくる。間違い

なくいるぞ！恐怖心と闘いながらライトをかざして探してみると、、、いた！畦道
の上で鳴くオスをあっけなく見つけることができた。このカエルはなかなか鳴く姿
を見ることができないと聞いていたので驚いた。なぜかこの田んぼではかなり見や
すいところで鳴いてくれている。ひとけが無いから逆に警戒心が低いのだろうか？
理由はよく分からないがとにかく穴場だ。ひとたびカエルが見つかってしまえば、
さっきまでビビりまくっていたのも忘れて一気にテンションが上がった（我ながら
単純だ）。結局、数時間そこに居座って、時にはあえてライトを消して暗闇の中で
美しい鳴き声を聞き入るなどしてシュレーゲルアオガエルとの時間を堪能した。
じつを言うと、ここまでのエピソードは2024年の出来事だ。それから翌2025年も、

そして今年もこの場所にシュレーゲルアオガエルに会いに行っている。相変わらず
怖いのだが、カエルに会いたい欲の方が優ってぼくを突き動かしている。いつから
こんなヤバイ人になってしまったんでしょうねー。

ルタに、観察できるポイントを知ってるか聞いたら、「ここが良いですよ」と
すぐに教えてくれた。さすがー！
教えてもらった八王子市のとある場所に夜に行ってみると、あっさりと鳴い

ているオスを見つけることができて、畔の上で堂々と鳴く様子を撮影できた。
ところがだ。その後に自分で行ってみた他の場所はどこも、シュレーゲルア

オガエルの鳴き声はたくさん聞こえてくるのに、ぜんっぜん姿が見つけられな
い。本やインターネットで調べてみても、そして現地で知り合ったカエルに詳
しいおじさんに聞いても、みな「シュレ（略してそう呼ばれることが多い）は
土の中で鳴くから、鳴く姿はなかなか見れない」というのだ。ハルタが紹介し
てくれたマル秘ポイントはいったいなんだったんだ？！なんでこんな良い場所
を知ってるんだ？！本当に情報って大事だなぁ…。いきなりお手軽ポイントを
教えてもらっちゃって、なんだか申し訳ない気持ちになった。

こういう経験をすると、結局、いかに観察しやすい場所を知っているかどう
かが重要なんだなと感じる。生物探しは情報と経験が大事だ。それと同時に、
大前提として、いきものが沢山いる環境が残っているかどうかがものをいう。
10年後にはこのカエルたちはどうなっているだろう。簡単に見つけられるよう
な環境になっていてほしいなぁ…。

もっともっと見つけるのが難しくなっているかもしれない。

生物探索は情報が超大事。今後、カエル特集の次は、東京のヘビ、サンショウ
ウオをコンプリートしたいと企んでいるが、はたしてその目標は叶うだろうか
（両者ともに詳しい生徒たちがいる。どうぞよろしくお願いいたします）。

田んぼの畦で鳴く様子
この場所ではなぜか畦の上の方で堂々
と鳴いていることが多かった。

正面顔 サイズや色はアマガエルっぽ
いが、鳴き声は全く違う（シュレはコ
ロロッ、アマガエルはクワックワッ）

サイズ感 アオガエルの仲間は指の吸
盤が発達していて、手が可愛い。
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